
元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。竹原市 企業版ふるさと納税のご案内

竹原市の未来のために企業の皆様のご支援をお願いします。

◎企業のPR効果
・企業のイメージアップ

・市の公式HPや広報などでPR

◎SDGｓの推進

企業にとってのメリット



元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。広島県竹原市ってどんなところ？

広島県沿岸部のほぼ中央に位置し、瀬戸内海の豊かな自然と温暖な気候に
恵まれている。
・広島空港から近く、竹原市内から羽田空港まで約２時間。
・多くの観光客が訪れる大久野島や町並み保存地区があり、
世界に誇る瀬戸内海に面している。



元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。
企業版ふるさと納税とは？

本市の地方創生の取組を応援された場合に、税額控除の優遇措置を受けることができます。

① 税負担の軽減効果が従来の寄附の３倍、最大約９割軽減
② 寄附による社会貢献を通じた企業のイメージアップ
③ 寄附は10万円から可
• 竹原市外に本社がある企業が対象。
（本社＝地方税法における「主たる事務所又は事業所」）
• 寄附の見返りとして経済的な利益を受けることは禁止。

竹原市公式ホームページ 竹原市役所 企画政策課
〒725-8666
竹原市中央五丁目１番３５号
TEL：0846‐22‐0942
FAX:0846-22-0988
E-mail：kikaku@city.takehara.lg.jp

※実際の軽減効果は、税理士または税務署にご相談ください。

QRコードからアクセスしてください。
制度の概要や事業の内容などが確認

できます。

軽減効果

最大９割※



元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。

① 竹原市の歴史を活かしたまちづくり

② 竹原発スタートアップ支援事業

③ 竹原市庁舎機能強化事業

竹原市の地方創生の取組

竹原市では、人口減少の抑制、持続可能なまちの実現のため、 「竹原市まち・ひと・

しごと創生推進事業」を通じて、産業・観光・歴史文化といった資源を活かしたまち

づくりの推進や、子育て支援、関係人口の創出などに取り組んでいます。

 こうした本市の事業を、寄附を通じて応援いただける企業等を募集しています。市

竹原市まち・ひと・しごと創生推進事業

基本目標１
しごとをつくり安心して働ける
ようにする、竹原への新しいひ
との流れをつくる事業

仕事づくり
創業支援の促進、地域産業の振興 など
移住・定住の促進

まちへの誇りと愛着の醸成、Ｕ・Ｉ・Ｊターン
の促進、暮らしやすい環境の創出 など

基本目標２ 若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる事業

少子化対策
子育て支援 など

基本目標３

年齢や性別に関わらず多様な
人々が元気なまちをつくる、竹
原の魅力、個性を活かして交流
を拡大する事業

地域力の強化
関係人口の創出
まちの魅力向上

歴史・文化を活かしたまちづくりの推進、

地域資源を活かした観光・交流の更なる
推進 など

特にご寄附いただきたい取組

詳細は、次ページ以降をご覧ください。
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暮らし誇らし、竹原市。特にご寄附いただきたい取組①

旧光本家住宅

③歴史的建造物社会実験実施
竹原市の歴史を活かした
まちづくり

～保存・活用し、後世に継承～

Ⅰ 文化財の保存・継承 Ⅱ 文化財の活用

①旧森川家住宅保存修理

②歴史的建造物等調査

竹原市重要文化財の旧森川家住
宅が破損・老朽しているため、建物

の調査修理を行います。

文化財的価値を明らかにし、
今後の保存・活用を進めるため、
（旧松阪家住宅・歴史民俗資料館）
等の調査を行います。

歴史的建造物につ
いて、特別感や地域
特性を演出できる
施設を目指し、民間
事業者による社会実

験を行います。

旧松阪家住宅

旧森川家住宅
Ⅲ 歴史資産の普及啓発

関連するSDGｓの目標

旧森川家住宅

旧松阪家住宅

旧光本家住宅

歴史民俗資料館

旧上吉井家住宅

●事業予定箇所

④歴史的建造物活用促進

上記の社会実験の成果を踏まえ、各
歴史的建造物の活用実施方針を作成し、
民間運営の導入等の取組を進めます。

⑤公開施設での企画展示等実施

⑥たけはら歴史体験講座実施

⑦重要伝統的建造物群保存地区
選定40周年記念行事開催

子どもたちに郷
土の歴史に興味
をもってもらうた
め、文化財修理を
体験するなどのた
けはら歴史体験講
座を実施します。

屋根瓦修理体験

⑧文化･伝統のストーリー等情報発信

国選定40周年を契機として住民と
ともに引き続き保存継承に取り組むた
め、芸術作品の展示、講演会等の記念
行事を開催します。
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暮らし誇らし、竹原市。特にご寄附いただきたい取組②

関連するSDGｓの目標

竹原発スタートアップ支援事業

産業を支える人材を確保・育成・定着させ、竹原の産業を活性化し、賑わいを創出するため、
地域課題の解決に係る実証実験や起業に向けた取組を支援しています。

事業の
目的

事業
内容

産業分野の
人材育成

産業の活性化・
賑わいの創出

①スタートアップ
事業者へ実証検
証の場の提供

②スタートアッ
プ事業者と地元
企業と連携

③スタートアップ
事業者・地元企
業・学生等との交
流

実証検証できる
場を求めている

スタートアップ
事業者は・・

課題を解決したい
けど人材が不足

地元企業は・・

地元企業を知らない
働きたい場が少ない

地元の学生等は・・

●市内での起業へ
つなぐ
●地元で活躍する
人材の育成 など

地域や社会の課
題解決につなが
る、イノベーショ
ンが生まれる、
産業や人材が集
まる魅力的なま
ちづくりを目指
す！

得られる成果・目標

新たな人材を
呼び込む 新たな事業の創出
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暮らし誇らし、竹原市。特にご寄附いただきたい取組③

新市庁舎・複合施設整備事業
（防災機能強化・市民交流拠点整備）

現市庁舎は、老朽化し、耐震性能もなく、災害対策拠点としても大きな課題があることから、
現在、市民利用スペースを備えた新市庁舎の整備を進めています。
また、新庁舎整備後に予定している、市民ホールや図書館、子育て支援スペースのほか、民間
機能とも連携した複合施設の整備にも着手しています。
多くの方に利用していただける、便利で居心地のいい施設にするとともに、省エネや脱炭素な
ど環境にも配慮した施設整備を進めていきます。

新市庁舎イメージ

新市庁舎の１階部分は常設の行政機能を

置かず、市民の皆様にもご使用いただける
多目的スペースとなります。

・旧県合同庁舎を改修
・事業費３８億円

現市庁舎跡地を活用して、新たな市民ホールや

図書館などの公共機能のほか、民間機能との連
携も目指した整備に取り組んでいます。

一体的な
取組

新たな複合施設イメージ


